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　　　　　連続培養による硝化活性の 高密度集積
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＊

）　 ○中村 洋介　高野 光太郎
＊

【目的 】　 水 域の 富 栄養化防止の た め 、 排水 の 栄養塩の 高度 処理技術 が求め ら

れ て いる 。 栄 養塩 の うち窒 素の 生物的処理に つ い て は 、 端緒で あ る硝 化工 程 が

不安定化しやすく、 また 、

一
度硝化 が低下 すると回復 に長 時間を要 する こ とが

閤題で ある 。 わ れ わ れ は 、 高密度 に硝 化活性 を集積で きる 硝化菌培養系 を開発

する こ と で 、 ア ン モ ニ ア含 有排水の 処理を コ ンパ ク トな設備で 達成 する ととも

に 、 活性汚 泥等の硝 化活性を補完また は賦活化 し うる技 術の 確立 をめざ した 。

【方法及 び結 果】　 微生物の 担持手段 として 、 火 力発電 に おける 微粉炭 燃焼灰

で ある フ ラ イ ア ッ シ ュ をマ イク ロ キ ャ リア とする凝集化 法が有効 で あるこ とを

見出 した
1 ）

。 活性汚 泥
一

フ ライア ッ シ ュ 凝集体を流動床式工 ア リフ トリアクタ

に 保持 し 、 時間の 経過 に伴 っ て 対数的 にア ンモ ニ ア負荷量を増加 させなが ら模

擬排 水を フ ィ
ー ドするこ とによ り 、 約 2 週 間 で単位硝化速 度 として 1000mg −

N／L／h 程度まで 硝化活性を集積す る こ とがで きた 。 こ の よ うに高 密度 化 した硝

化菌 培養液 を硝化が不調にな っ た活性汚泥 実験槽 に投入 する と直 ちに 硝 化 活 性

の 回復が認め られた 。　
t ）
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1338 w uS　hi− sp ．の休止菌体 にお けるカルバ ゾール分解活性の 回復法
（早大 ・理工 、

＊工 技院 ・ 生命研〉　 ○ 中川　博之 、 仁田　貴子 、

桐村　光太郎、倉根　隆一
郎 ＊

、 木野　邦器、宇佐美　昭次

［目的］ 原油中の 大部分の 有機窒素化合物は 脱硫工程 にお いて 除去 され るが 、 カルバ ゾ
ール （CA ）等の 芳香族窒素化合物は除去されずに残留する 。 これ らは脱硫触媒の劣化や 燃
焼に よ り NQx 生成の 原 因物質 となるため 、 原油か らの 除去法の 開発が望 まれて い る 。

演者 らは微生物脱窒素法の 確立 を 目的と して CA 分gemeee　SpbingQmgnas　sp ．　CDH − 7 を

取得 し、休止菌体反応 によ りCA の連続分解が可能で ある ことを報告 して い る1）
。 しか

し 、 CA の逐次添加反応では 、数回の 反応後にCA 分解活性 が低下 した 。 そ こで 、同菌株
の休止菌体にお けるCA 分解活性 の 回復法を検討した 。

［方法及 び結果］ 休止菌体の懸濁溶液に 1000mg ／1の CA を 2 回添加 して 24時間反応 を

行うと 、 1 回 目は933   ／1の 分解が認 め られ るが、 2 回 目で は ほとん ど分解が起 こ ら
ない 。 そ こで 、 本研究で は この よ うに活性が低下 した菌体を回収 し実 験に使用 した。菌
体を生理 食塩水や リン 酸緩衝液で処理 した場合 には効果が見 られ なか っ たが 、 ナイア シ
ン 、 ピ リ ドキシ ン塩酸や MgC12、　 FeC12等 の金属塩を添加 した リン酸緩衝液で 処理 した
場合に活性が 回復 した 。 したが っ て 、休止菌体の活 性の 回復には これ らの 化合物が必要
である ことが示 唆され た。上記溶液中で 3 時間振 とう処理 する こ とで 、CA 添加 前 と同程
度 にまで 休止菌体の 活性が回複 した 。 なお 、処理前後で 溶液中の 0 ．D ．には大 きな変化
がなか っ たため 、 活 性の 回復 は菌体の 増殖 によ る もの で な い こ とが朝 らか にな っ た 。
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